
自然再生（湿地再生）により期待される効果、必要な条件と円卓案・市川市案の状況 

期待される効果 必要な条件 
再生計画検討会議案（円卓案） 

イメージ 
市川市環境学習施設の考え方 

地盤高 

 

・人と自然とのふれあいの場の確保やヨシ原の創出の観点からは、満潮時で

も水没しない高さの地盤高が必要となる。 

・海と陸との連続性、多様な水底質環境及び生物生息環境の回復の観点から

は、緩やかな勾配により低潮帯（潮間帯下部）から潮上帯までの連続した

地形が必要と考えられる。生物的なネットワーク形成のため、生物移動が

可能な連続性が必要。 

H.W.L（AP+2.1m）より＋0.9ｍ（AP+3.0）程

度の地盤高 

満潮時の高さが確保できる高さ、波の打ち

上げを考慮して当初は、AP+3.0m 程度とす

る。 

自然の営力や変化に合うように改修してい

く（はじめからの定型はない）。 

石積み護岸の天端高+5.4m よりも高い位

置に緑地・遊歩道・散策路を設置 

満潮時も水没しない地盤高 

学習センター２階が地盤レベル 

内陸性湿地は、散策路以下の地盤高 

 

・連続性や人と三番瀬とのふれあいの観点から前面護岸を低くした開放型、

安定性や安全性の観点から閉鎖型、海水交換を可能にした半閉鎖型が考え

られる。 

・海と陸との連続性の確保の観点からは、前面護岸を極力低くする開放型の

施設が望ましいが、安全性や施設の利用面を優先すれば、施設の前面に護

岸を設置する閉鎖型、もしくは護岸に導水管等の通水口を設置することに

より、外海との海水交換を図る半閉鎖型が有効である。 

・高潮・高波の発生やそれに伴う越波による護岸後背地への影響（被害）の

程度について、構造や管理方法を含めた検討が必要である。 

・半閉鎖型にする場合には、通水口の高さや位置、水門、導水管の規模、そ

れに伴う海水交換の程度、施設内部における多様な環境形成の可能性等の

検討が必要である。 

区分 構造 主な長所・利点 主な短所・留意点 

開放型 極力低い護

岸。 

前面海域との連続性

が高い。 

台風時等にかく乱や土砂流

出のおそれがある。 

閉鎖型 前面の護岸

を整備し、背

面で湿地を

造成。 

人が自由かつ安全に

利用できる面積が広

く確保される。 

前面海域との連続性が断た

れる。湿地環境が単調にな

る。 

前面海域との

つながり 

（施設前面の

護岸の設置） 

 

半閉鎖型 前面の護岸

を整備し、背

面で湿地を

造成。通水口

を通じて海

水交換。 

海水交換により海域

との繋がりが確保さ

れ、潮間帯から後背

湿地までの多様な環

境が形成される。 

通水口の規模により湿地環

境が異なってくる。生物の

加入・定着に時間がかかる。

開放型 

・丸太柵工や粗朶などの伝統工法を利用し

た土留め 

・モニタリングをしながら、潮間帯や砕波

帯ができるよう徐々に前浜をつけてい

く。 

・高潮の防護機能をもった護岸を施設の背

後に回す。（AP+5.4～+9.5m）海岸保全区

域は施設の背後 

・湿地は、塩性 

 

 
（春分・秋分の満潮時に海面下に没する土地は、

所有権の対象にはならず、登記することはできな

いとされており，海面下に没したときは、土地の滅

失の登記または地積の変更の登記をすることにな

っている。） 

閉鎖型 

・高潮の防護機能をもった石積護岸を施

設の前面に築造。（AP+5.4）海岸保全

区域は現位置、施設前面 

・海域にヨシ原＋干潟を造成 

・湿地は、淡水 

 

 

湿地内の勾配 

 

・地盤高に必要な高低差を確保するためには、緩やかな勾配（1／80～1／5）
を持たせた地形とすることが望ましいが、安定性を考慮すると階段状の地
形（小段の設置）とすることを考慮する必要がある。ただし、高潮位以上
は連続した地形を確保する。 

行徳湿地からの水路以外、高潮位以上は、

ほぼ平坦 

 

散策路から護岸に向けて勾配（1／5）、

散策路からビオトープ、蓮田に向けて、

勾配（1／2） 

微地形 

 

・多様な生物の生息を促すための凹凸のある地形、転石等を設置することも
考慮する。変則的な高さの変化や転石などの微地形を形成することが効果
的。 

特に記載なし 特に記載なし 

地形 

 

行徳湿地との

ネットワーク

形成 

・行徳湿地からの暗渠を部分的に開渠化し、再生する湿地と連続性を持たせ
ることにより生物生息場のネットワーク形成を図ることが求められる。 

暗渠を部分的に開渠化 暗渠のまま 

生物生息場の創出 

・かつては三番瀬周

辺に生息してい

たものの現在は

ほとんど確認さ

れなくなった生

物の多くは、湿地

（満潮時にもほ

とんど冠水しな

い干潟後背地）や

ヨシ原を生息場

とするカニ類や

腹足類（巻き貝）

であり、湿地やヨ

シ原の再生によ

りこれらの生物

の生息が期待さ

れ、生物多様性が

向上する。 

・ヨシ原は三番瀬の

原風景の構成要

素であるととも

に、湿地生態系の

重要な構成要素

であり、湿地景観

の最も基本的な

構成要素でもあ

る。 

面積・ 

規模 

ヨシ原 

砂浜 

・自然のヨシ原（後背湿地）の分布状況等からみると、底生生物の生息場と
なるヨシ原を形成させるためには、奥行き 10ｍ程度の小規模なものでも実
現可能である。 

・地盤高等の多様な地形条件を自然の勾配で安定して形成させることができ
るような奥行きを確保することが望ましい。 

植生地約 6000 ㎡ 

施設内にヨシ原 

約 3000 ㎡ 

砂浜約 3000 ㎡ 

植生地約 6000 ㎡ 

前面海域にヨシ原 

約 1000 ㎡ 

砂浜約 8000 ㎡ 
200m 

80m 

200m 

80m 

資料３－１ 



淡水供給 ・ヨシの生育に必要な淡水（雨水）を貯留するための池やクリーク（水路状

地形）を設置する。淡水供給を雨水に依存する場合の集水面積を確保する。

行徳湿地からの排水と降雨 

水路約 900 ㎡ 

降雨のみ 

ビオトープ（淡水池）あり 

・蓮田約 300 ㎡ 

・ビオトープ約 1000 ㎡ 

多様な環境の

形成や景観、

環境学習の場

の観点 

別途検討。 今後検討 

（参考） 

イメージ図の計測 

敷地約 600 ㎡ ２箇所・計約 1200 ㎡ 

床 約 500 ㎡ ２箇所・計約 1000 ㎡ 

屋上約 500 ㎡ ２箇所・計約 1000 ㎡ 

・学習センター 

敷地約 600 ㎡ 

床 1500 ㎡・屋上 300 ㎡ 

・駐車場等約 1900 ㎡ 

・塩田約 1300 ㎡ 

・ビオトープ約 1000 ㎡ 

・蓮田約 300 ㎡ 

底質 ・ヨシの生育条件にも適し、前面の干潟・浅海域との連続性の回復を考慮す

ると、底質は現在の塩浜護岸前面海域の底質性状と同等の性状（シルト・

粘土分 50％前後、中央粒径 100μm 前後、強熱減量 5％前後）であることが

望ましい。 

・多様な生物の生息のため、多様な水底質環境を形成させるためには、均一

の底質条件ではなく、多様な底質（砂質、砂泥質、泥質）が分布している

ことが効果的と考えられる。 

特に記載なし 特に記載なし 

塩分 

海水交換 

 

・ヨシをはじめとする汽水性生物の生育・生息環境を形成させるためには、
海水と淡水が混ざり合い、汽水域となるような塩分条件とすること必要が
ある。 

・ヨシ原やカニ類等の汽水性生物の生育・生息が可能となる環境を形成させ
るためには、湿地前面には流入した海水がたまり湿潤な場所となる窪地状
の微地形（タイドプール）を設置するとともに、その背後には雨水（淡水）
を貯留するための池（淡水池）を設置し、両者が混ざり合うような形状を
検討する必要がある。 

・淡水供給を雨水のみに依存する場合は、池の面積と雨水の集水面積から水
収支を的確に把握することが必要である。また、池や水路の湿潤な状態を
維持するための防水シートや止水矢板を設置することが効果的である。 

開渠水路に海水が流入し、潮の干潮、波浪

の影響あり 

 

地盤高が高く、行徳湿地からの暗渠は海

域に直接繋がっているので、施設内のビ

オトープとの海水交換はない。 

ヨシの生息環境 

ヨシ原の形成 

・ヨシの生育には湿潤な場所を確保する必要もあることから、流入した海水
がたまる窪地状の微地形（タイドプール）やその背後には雨水（淡水）が
貯留される池（淡水池）を設置し、両者が混ざり合う場所を造成すること
が有効と考えられる。 

・水位（地盤高）は、水深約 2ｍから地下水位 1ｍまでであり、水深 50cm か
ら地下水位 20cm までの間で良く繁茂する。 

・底質は泥質から砂質まで幅広い範囲で生育するが、泥で有機物に富むとこ
ろ。 

・塩分は 24.4 で成長限界、冠水時は 13.7 が限界値とされている。 

行徳湿地からの暗渠の開渠化 

池は、なし 

前面海域にヨシ原 

蓮田、ビオトープは、淡水性 

 

人と三番瀬とのふ

れあいの場・環境学

習の場の創出 

・都市部において
は、干潟や湿地は
市民が身近に接
することができ
る数少ない自然
であり、湿地やヨ
シ原の再生によ
り、その自然の景
観を楽しむため
の散策、生物の観
察、環境学習の場
としての効果が
期待される。 

ふれあいの場・ 

環境学習の場の創出 

・人が生物の生息場所に安全に近づけること。ただし、生物生息場内への不

必要な人の立ち入りは制限し、自然観察のための施設（遊歩道等）を設置

する。 

・再生する場だけではなく、前面の海域にも人が近づけること。 

行徳湿地からの暗渠を開渠として、海と陸

との連続性を復元する方向で湿地の再生を

行うとともにそれと一体となった環境学習

施設・研究施設を整備すべき。 

導入機能、施設の位置については、今後検

討していく。 

１．自然環境学習施設や研究施設の中核

となるような環境系大学研究室の集

積や大学と民間企業が連携した環境

学習共同施設の施設整備。（学習セン

ター・駐車場） 

２．公園、護岸等の整備により、人が自

然とふれあい、学び、海と親しむ土地

利用を図る。（遊歩道・階段護岸・散

策路・緑地・ハス田・ビオトープ・塩

田） 

３．市民やＮＰＯなどと連携した三番瀬

の環境を修復・管理していくソフトな

仕組みをつくり、賑わいと安らぎ、う

るおい、海辺の雰囲気を感じるシンボ

ル的な空間機能の確保を図る。 

 


